
発信日：平成31年 １月 17日（木）

つくば市記者会 御中

■取材依頼 □周知依頼 □募集告知 □その他

発信元：つくば市政策イノベーション部科学技術振興課

全２枚

AIやIoTなどの急速な進歩・普及により、今の子どもたちが生きる未来は、社会構
造の変革が予測困難なスピードで進展していくことが予想されます。このような背景
から、子どもたちが科学技術を正しく理解・活用するのみならず、主体性を持ちなが
ら論理的かつ多角的に考える能力が求められており、これらの習得のためにSTEAM※

教育の有効性が世界的に認知されてきています。
つくば市では、科学技術リソースを教育素材として活用した体験的な学びを通じ

て、子どもたちの主体性やコミュニケーション力を伸ばし、未来を生きるための想像
力や思考力を育成することで「社会力」を育む「（仮称）体験型科学教育推進事業」
を来年度から実施するため事業計画の策定を進めているところです。

この度、策定中の事業計画の有効性を検証するため、下記のとおり小学４年生から
６年生を対象としたトライアル事業を開催しますのでお知らせします。

１ 事業名 未来のつくば市創造会議
２ 日 時 平成31年１月19日（土）及び20日（日） 10:00~15:00
３ 場 所 つくば市役所２階 会議室203
４ 内 容

未来のつくばの街づくりをテーマに、小学４年生から６年生の子どもたちと研究者
が一緒にグループワークを実施
様々なツール（発泡スチロール、電子工作キット等）を使いながら、科学技術の使
い方のアイデアを盛り込んだ未来のつくばの街のプロトタイプ（街の模型）を作成
し、発表する
子どもたちは研究者の知識のみならず、技術や思考を横断して、多角的・批判的に
考える研究者の「モノの考え方」にふれる

５ 参加研究者
髙橋将太つくば科学教育マイスターほか、筑波研究学園都市の研究者５名（次頁）

６ 取材について
１月20日（日）午後１時から午後３時まで取材可能です。（同日午後２時から開催する

発表会には五十嵐市長が出席予定）

体験型科学教育推進事業のトライアル
イベントを開催します
つくばにしかできないSTEAM教育を目指して

※ STEAM：Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Art（芸術）、Mathematics（数学）を総称する語



ご協力いただく研究者

髙橋 将太 氏

つくば科学教育マイスター
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構（KEK）
広報室 科学コミュニケータ

＜専門分野＞
素粒子物理学（ニュートリノ）

市橋 泰範 氏

特定国立研究開発法人理化学研究所（RIKEN）
筑波研究所 バイオリソース研究センター
植物-微生物共生研究開発チーム
チームリーダー

＜専門分野＞
植物学、微生物学

小堀 峻吾 氏

特定国立研究開発法人理化学研究所（RIKEN）
筑波研究所 バイオリソース研究センター
植物-微生物共生研究開発チーム
開発研究員

＜専門分野＞
生物情報科学（オミクス解析）、生物工学（微小液滴）

澁谷 泰蔵 氏

日本電気株式会社（ＮＥＣ）
システムプラットフォーム研究所
主任

＜専門分野＞
第一原理計算（酸化物表面）、熱光起電力（酸化物エミッ
タ）

各務 惣太 氏

日本電気株式会社（ＮＥＣ）
システムプラットフォーム研究所
主任

＜専門分野＞
量子物理学（量子コンピュータ）、光物性（原子磁気セン
サ・赤外線センサ）


